
原
子
力
の
平
和
的
利
用
に
お
け
る
協
力
の
た
め
の
日
本
国
政
府
と
ア
ラ
ブ

首
長
国
連
邦
政
府
と
の
間
の
協
定
の
説
明
書

外

務

省
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1

一

概
説

１

協
定
の
成
立
経
緯

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
は
、
原
子
力
の
平
和
的
利
用
を
積
極
的
に
推
進
し
、
新
規
に
原
子
力
発
電
所
の
建
設
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
、
今
後
、
同
国
と
我
が

国
と
の
間
で
原
子
力
関
連
資
機
材
及
び
技
術
の
移
転
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
一
年
（
二
千
九
年
）
三
月
、
両
政
府
間
で
原

子
力
協
定
締
結
に
向
け
た
準
備
協
議
を
実
施
し
、
同
年
六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
協
定
案
文
に
係
る
協
議
を
行
い
、
そ
の
後
、
外
交
ル
ー
ト
を
通
じ
て
調
整

を
行
っ
た
結
果
、
こ
の
協
定
の
案
文
に
つ
き
最
終
的
な
合
意
を
み
る
に
至
っ
た
の
で
、
平
成
二
十
五
年
（
二
千
十
三
年
）
五
月
二
日
に
ド
バ
イ
に
お
い
て
、

日
本
側
在
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
加
茂
大
使
と
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
側
カ
ア
ビ
ー
国
際
原
子
力
機
関
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
常
駐
代
表
と
の
間
で
こ
の
協
定
の
署

名
が
行
わ
れ
た
。

２

協
定
締
結
の
意
義

こ
の
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
両
国
の
間
で
長
期
間
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
核
物
質
、
原
子
力
関
連
資
機
材
及
び
技
術
を
移
転
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

ま
た
、
こ
れ
ら
の
平
和
的
利
用
が
法
的
に
確
保
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
は
極
め
て
有
意
義
で
あ
る
。

二

協
定
の
主
要
な
内
容

こ
の
協
定
は
、
前
文
、
本
文
十
四
箇
条
及
び
末
文
並
び
に
こ
の
協
定
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
附
属
書
Ａ
及
び
Ｂ
か
ら
成
っ
て
お
り
、
そ
の
主
要
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１

こ
の
協
定
上
、
「
認
め
ら
れ
た
者
」
、
「
核
物
質
」
、
「
資
材
」
、
「
設
備
」
、
「
技
術
」
、
「
開
発
」
、
「
生
産
」
、
「
使
用
」
、
「
技
術
に
基
づ
く

設
備
」
、
「
回
収
さ
れ
又
は
副
産
物
と
し
て
生
産
さ
れ
た
核
物
質
」
及
び
「
公
開
の
情
報
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
定
義
さ
れ
た
意
義
を
有
す
る
。
（
第
一
条
）

２

こ
の
協
定
の
下
で
の
協
力
は
、
専
門
家
の
交
換
、
公
開
の
情
報
の
交
換
、
核
物
質
、
資
材
、
設
備
及
び
技
術
の
供
給
、
こ
の
協
定
の
範
囲
内
の
事
項
に

(1)
関
す
る
役
務
の
提
供
及
び
受
領
等
の
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
（
第
二
条
１
）

の
協
力
は
、
ウ
ラ
ン
資
源
の
探
鉱
及
び
採
掘
、
軽
水
炉
の
設
計
、
建
設
及
び
運
転
、
軽
水
炉
の
安
全
、
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
及
び
処
分
、
放
射
線

(2)

(1)
防
護
及
び
環
境
監
視
、
放
射
性
同
位
元
素
及
び
放
射
線
の
研
究
及
び
応
用
等
の
分
野
に
お
い
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
（
第
二
条
２
）

及
び

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
ウ
ラ
ン
の
濃
縮
、
使
用
済
核
燃
料
の
再
処
理
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
転
換
及
び
資
材
の
生
産
の
た
め
の
技
術
及
び
設

(3)

(1)

(2)
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備
並
び
に
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
、
こ
の
協
定
の
下
で
は
移
転
さ
れ
な
い
。
（
第
二
条
３
）

３

こ
の
協
定
の
下
で
の
協
力
は
、
こ
の
協
定
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
い
て
効
力
を
有
す
る
法
令
に
従
う
も
の
と
し
、
か
つ
、
核
物
質
等
の
供
給
に
係
る
協

力
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
締
約
国
政
府
が
国
際
原
子
力
機
関
の
保
障
措
置
の
適
用
を
受
諾
し
て
い
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
も
の
と
す
る
。
（
第
三
条
）

４

こ
の
協
定
の
下
で
の
協
力
は
、
平
和
的
非
爆
発
目
的
に
限
っ
て
行
う
。
（
第
四
条
１
）

(1)

こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
移
転
さ
れ
た
核
物
質
等
は
、
い
か
な
る
核
爆
発
装
置
の
た
め
に
も
又
は
い
か
な
る
核
爆
発
装
置
の
研
究
若
し
く
は
開
発
の
た
め

(2)
に
も
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
（
第
四
条
２
）

５

４
の
規
定
に
基
づ
く
義
務
の
履
行
を
確
保
す
る
た
め
、
こ
の
協
定
の
適
用
を
受
け
る
核
物
質
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
締
約
国
政
府
と
国
際
原
子
力
機
関
と
の
間

の
保
障
措
置
協
定
の
適
用
を
受
け
る
。
（
第
五
条
）

６

日
本
国
及
び
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
は
、
こ
の
協
定
の
実
施
に
当
た
り
、
原
子
力
事
故
の
早
期
通
報
に
関
す
る
条
約
、
原
子
力
事
故
又
は
放
射
線
緊
急
事

(1)
態
の
場
合
に
お
け
る
援
助
に
関
す
る
条
約
、
原
子
力
の
安
全
に
関
す
る
条
約
及
び
使
用
済
燃
料
管
理
及
び
放
射
性
廃
棄
物
管
理
の
安
全
に
関
す
る
条
約
に

適
合
す
る
よ
う
に
行
動
す
る
。
（
第
六
条
１
）

両
締
約
国
政
府
は
、
こ
の
協
定
の
適
用
を
受
け
る
核
物
質
等
が
置
か
れ
又
は
用
い
ら
れ
る
施
設
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
の
実
施
に
関
す
る

(2)
相
互
に
満
足
す
る
取
極
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
（
第
六
条
２
）

７

こ
の
協
定
の
適
用
を
受
け
る
核
物
質
に
つ
い
て
、
両
締
約
国
政
府
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
（
少
な
く
と
も
こ
の
協
定
の
附
属
書
Ｂ
に
定
め
る
水
準
の
防

(1)
護
を
実
現
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
従
っ
て
防
護
の
措
置
を
と
る
。
（
第
七
条
１
）

こ
の
協
定
の
適
用
を
受
け
る
核
物
質
の
国
際
輸
送
に
つ
い
て
、
日
本
国
及
び
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
は
、
核
物
質
の
防
護
に
関
す
る
条
約
に
適
合
す
る
よ

(2)
う
に
行
動
す
る
。
（
第
七
条
２
）

日
本
国
及
び
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
核
に
よ
る
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
行
為
の
防
止
に
関
す
る
国
際
条
約
に
従
っ
て
適
切
な
措
置
を
と
る
。

(3)
（
第
七
条
３
）

８

こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
移
転
さ
れ
た
核
物
質
等
は
、
供
給
締
約
国
政
府
の
書
面
に
よ
る
事
前
の
同
意
が
得
ら
れ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
受
領
締
約
国
政
府

の
国
の
管
轄
の
外
（
供
給
締
約
国
政
府
の
国
の
管
轄
内
を
除
く
。
）
に
移
転
さ
れ
、
又
は
再
移
転
さ
れ
な
い
。
（
第
八
条
）
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９

こ
の
協
定
の
適
用
を
受
け
る
核
物
質
は
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
管
轄
内
に
お
い
て
、
濃
縮
さ
れ
、
又
は
再
処
理
さ
れ
な
い
。
（
第
九
条
）

直
接
で
あ
る
と
第
三
国
を
経
由
し
て
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
両
国
の
間
に
お
い
て
移
転
さ
れ
る
核
物
質
等
は
、
予
定
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
移
転
を
供
給
締

10
(1)

約
国
政
府
が
受
領
締
約
国
政
府
に
対
し
て
書
面
に
よ
り
事
前
に
通
告
し
た
場
合
に
限
り
、
か
つ
、
こ
れ
ら
が
受
領
締
約
国
政
府
の
国
の
管
轄
に
入
る
時
か

ら
、
こ
の
協
定
の
適
用
を
受
け
る
。
供
給
締
約
国
政
府
は
、
通
告
さ
れ
た
核
物
質
等
の
移
転
に
先
立
ち
、
移
転
さ
れ
る
当
該
核
物
質
等
が
こ
の
協
定
の
適

用
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
こ
と
及
び
予
定
さ
れ
る
受
領
者
が
受
領
締
約
国
政
府
で
な
い
場
合
に
は
当
該
受
領
者
が
受
領
締
約
国
政
府
の
認
め
ら
れ
た
者
で

あ
る
こ
と
の
書
面
に
よ
る
確
認
を
受
領
締
約
国
政
府
か
ら
得
る
。
（
第
十
条
１
）

こ
の
協
定
の
適
用
を
受
け
る
核
物
質
等
は
、
こ
の
協
定
の
関
係
す
る
規
定
に
従
っ
て
受
領
締
約
国
政
府
の
国
の
管
轄
の
外
に
移
転
さ
れ
た
場
合
等
に

(2)
は
、
こ
の
協
定
の
適
用
を
受
け
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
と
す
る
。
（
第
十
条
２
）

こ
の
協
定
の
解
釈
又
は
適
用
に
関
し
て
問
題
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
両
締
約
国
政
府
は
、
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
政
府
の
要
請
に
よ
り
、
相
互
に
協

11
(1)

議
を
行
う
。
（
第
十
一
条
１
）

こ
の
協
定
の
解
釈
又
は
適
用
か
ら
生
ず
る
紛
争
が
交
渉
、
仲
介
等
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
な
い
と
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
政
府
が
考
え
る
場
合
に
は
、

(2)
当
該
紛
争
は
、
協
議
に
係
る
最
初
の
要
請
が
送
付
さ
れ
て
か
ら
三
十
日
を
経
過
し
た
後
に
、
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
政
府
の
要
請
に
よ
り
、
仲
裁
裁
判

に
付
託
さ
れ
る
。
仲
裁
裁
判
所
の
裁
定
は
、
両
締
約
国
政
府
を
拘
束
す
る
。
（
第
十
一
条
２
及
び
３
）

日
本
国
政
府
又
は
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
政
府
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
又
は
日
本
国
に
つ
い
て
、
こ
の
協
定
の
一
定
の
規
定
に
対
す
る
重

12
(1)

大
な
違
反
を
す
る
場
合
等
に
は
、
こ
の
協
定
の
下
で
の
そ
の
後
の
協
力
の
全
部
又
は
一
部
を
停
止
し
、
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
移
転
さ
れ
た
核
物
質
等
の

返
還
を
要
求
し
、
並
び
に
こ
の
協
定
を
終
了
さ
せ
る
権
利
を
有
す
る
。
（
第
十
二
条
１
）

日
本
国
政
府
又
は
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
政
府
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
又
は
日
本
国
が
核
爆
発
装
置
を
爆
発
さ
せ
る
場
合
に
は
、

に
規

(2)

(1)

定
す
る
権
利
と
同
じ
権
利
を
有
す
る
。
（
第
十
二
条
２
）

に
規
定
す
る
権
利
を
行
使
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
に
当
た
り
、
一
方
の
締
約
国
政
府
は
、
原
因
と
な
っ
た
事
情
が
故
意
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で

(3)

(1)
あ
る
か
否
か
を
検
討
す
る
。
当
該
一
方
の
締
約
国
政
府
は
、
そ
の
よ
う
な
重
大
な
違
反
が
故
意
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
認
め
、
是
正
さ
れ
得

る
も
の
で
あ
る
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、
自
国
の
法
令
に
従
い
、
違
反
し
た
他
方
の
締
約
国
政
府
に
対
し
、
妥
当
な
期
間
内
に
是
正
す
る
機
会
を
与
え
る
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よ
う
努
め
る
。
（
第
十
二
条
３
）

こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
移
転
さ
れ
た
核
物
質
等
の
返
還
を
要
求
す
る
権
利
を
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
政
府
が
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
行
使
す

(4)
る
場
合
に
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
政
府
は
、
そ
れ
ら
の
公
正
な
市
場
価
額
に
つ
い
て
、
他
方
の
締
約
国
政
府
等
に
対
し
て
補
償
を
行
う
。
（
第
十
二
条

４
）

こ
の
協
定
の
附
属
書
は
、
こ
の
協
定
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
。
こ
の
協
定
の
附
属
書
は
、
両
締
約
国
政
府
の
書
面
に
よ
る
合
意
に
よ
り
、
こ
の
協
定
の

13
改
正
に
よ
る
こ
と
な
く
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
第
十
三
条
）

こ
の
協
定
は
、
両
締
約
国
政
府
が
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
に
必
要
な
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
手
続
を
完
了
し
た
こ
と
を
相
互
に
通
告
す
る
外
交
上
の
公
文
を

14
(1)

交
換
し
た
日
の
後
三
十
日
目
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
。
（
第
十
四
条
１
）

こ
の
協
定
は
、
二
十
年
間
効
力
を
有
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
後
は
、
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
政
府
が
こ
の
協
定
の
有
効
期
間
の
満
了
す
る
日
の
遅
く

(2)
と
も
六
箇
月
前
ま
で
に
こ
の
協
定
を
終
了
さ
せ
る
意
思
を
通
告
し
な
い
限
り
、
自
動
的
に
五
年
間
ず
つ
延
長
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
（
第
十
四
条
２
）

協
力
の
停
止
又
は
こ
の
協
定
の
終
了
後
に
お
い
て
も
、
第
一
条
、
第
四
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
条
２
、
第
十
一
条
及
び
第
十
二
条
の
規
定
は
、
こ

(3)
の
協
定
の
適
用
を
受
け
る
核
物
質
等
が
第
十
条
２
の
規
定
に
従
っ
て
こ
の
協
定
の
適
用
を
受
け
な
く
な
る
ま
で
の
間
、
引
き
続
き
効
力
を
有
す
る
。
（
第

十
四
条
３
）

附
属
書
Ａ
は
資
材
及
び
設
備
と
さ
れ
る
も
の
を
、
ま
た
、
附
属
書
Ｂ
は
協
定
の
適
用
を
受
け
る
核
物
質
に
つ
い
て
実
現
す
べ
き
防
護
の
水
準
を
そ
れ
ぞ
れ

15
定
め
て
い
る
。

こ
の
協
定
に
関
連
し
、
核
物
質
、
原
子
力
関
連
資
機
材
及
び
技
術
の
在
庫
目
録
の
交
換
、
国
内
の
核
物
質
計
量
管
理
制
度
の
確
立
及
び
維
持
、
ア
ラ
ブ
首

16
長
国
連
邦
の
管
轄
内
の
施
設
で
原
子
力
事
故
が
起
き
た
場
合
の
国
際
原
子
力
機
関
へ
の
通
報
及
び
同
機
関
の
勧
告
の
実
施
等
に
係
る
補
足
的
な
合
意
事
項
を

記
録
し
た
合
意
さ
れ
た
議
事
録
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

三

協
定
の
実
施
の
た
め
の
国
内
措
置

こ
の
協
定
を
実
施
す
る
た
め
の
新
た
な
立
法
措
置
及
び
予
算
措
置
は
、
必
要
と
し
な
い
。
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